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マ
ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
並
び
に
そ
の
論
著
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
は

数
多
い
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
の
手
許
に
あ
る
僅
少
の
も
の

の
内
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
概
説
的
な
も
の
と
し
て
最
も
適
当
と
思

わ
れ
る
も
の
は
、
グ
ラ
ネ
の
『
中
国
人
の
宗
教
』
の

M
．
フ
リ
ー
ド

マ
ン
の
英
訳
書

T
h
e
R
e
l
i
g
i
o
n
 o
f
 t
h
e
 C
h
i
n
e
s
e
 P
e
o
p
l
e
,
 
O
x
f
o
r
d
 1
 

9
7
5

に
み
え
る
導
入
的
小
論
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
よ
っ
て
グ
ラ
ネ

に
関
し
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

グ
ラ
ネ
の
作
品
で
は
、
中
国
人
の
生
活
に
関
し
て
の
観
察
は
あ
ま

り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
の
精
力
は
、
前
史
、
封
建
制
、
初
期
皇

帝
時
代
の
中
国
に
注
が
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ネ
に
未
刊
の
著
『
王
は
飲

み
王
妃
は
笑
う
』
が
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
中
国
文
明
』
一
九
二
九

年
よ
り
遅
い
も
の
で
は
な
い
。

R
.
A
.
ス
タ
イ
ン
は
、
も
し
こ
れ
が

完
成
さ
れ
て
い
た
ら
、
中
国
社
会
、
家
族
の
大
建
築
の
頂
点
に
立
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
、
と
云
う
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
グ
ラ
ネ
の
重
要
な
数
種

の
作
品
が
普
及
版
『
中
国
に
つ
い
て
の
社
会
学
的
研
究
』
一
九
五
三

年
に
集
め
ら
れ
た
。
グ
ラ
ネ
の
中
国
学
、
社
会
学
を
結
合
し
た
作
品

グ
ラ
ネ
に
つ
い
て
小
記

は
『
中
国
文
明
』
（
九
九
）
、
『
中
国
思
想
』
(
-
九
三
四
）
『
中

国
人
の
宗
教
』
(
-
九
二
二
）
『
中
国
封
建
制
』
（
オ
ス
ロ
で
の
講
義
）

（
一
九
五
二
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
中
国
学
は
、
彼
が

生
き
て
い
た
ほ
ど
に
は
社
会
学
的
で
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
は

彼
の
努
力
の
意
味
を
十
分
に
は
意
識
し
て
い
な
い
。

英
語
世
界
に
お
い
て
、
グ
ラ
ネ
の
名
声
が
立
て
ら
れ
た
最
初
の
訳

本
は
『
中
国
文
明
』
(
-
九
三

O
)
、
『
祭
礼
と
歌
謡
』
(
-
九
三
二
）
、

グ
ラ
ネ
の
小
論
で
は
「
中
国
に
お
け
る
右
か
左
か
」
(
-
九
七
三
）
、

「
中
国
人
の
思
想
」
(
-
九
三
四
）
で
あ
る
。
レ
ビ
・
ス
ト
ロ
ー
ス

の
『
親
族
の
基
本
構
造
』
の
英
訳
(
-
九
六
九
）
よ
り
以
上
に
英
語

世
界
で
の
社
会
学
的
人
々
に
グ
ラ
ネ
に
つ
い
て
教
え
た
も
の
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ
の
訳
本
は
、
中
国
に
お
け
る
親
族
と
結
婚
に
つ

い
て
の
グ
ラ
ネ
の
社
会
学
的
研
究
の
基
礎
、
彼
の
意
図
の
一
般
性
を

十
分
に
評
価
し
て
は
い
な
い
。
英
語
界
に
お
け
る
人
類
学
界
で
の
グ

ラ
ネ
の
認
識
、
中
国
古
代
の
親
族
に
つ
い
て
は
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ

ラ
ウ
ン
を
通
し
て
で
あ
る
。
（
ラ
ド
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
シ
カ

ゴ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
教
育
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
グ
ラ
ネ

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
）
。
グ
ラ
ネ
が

R.
ブ
ラ
ウ
ン
を
通
し
て
中

谷

田

孝

之

(1) 



2082 

国
人
類
学
の
拡
大
に
進
む
こ
と
は

か
っ
た
。

グ
ラ
ネ
は
、
一
八
八
四
年
生
ま
れ
。

一
九

0
四
年
、
高
等
師
範
学
校
の
歴
史
科
に
入
る
（
デ
ィ
ル
ケ
イ

ム
は
一
九
〇
二
年
よ
り
教
育
を
始
め
て
い
る
。
）
一
九

0
五
年
、
古

く
よ
り
の
念
願
の
中
国
研
究
の
上
で
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
門
下
生
と
な

っ
た
。
一
九
〇
七
年
、
バ
ス
チ
ア
の
予
備
校
で
歴
史
を
教
え
る
。

一
九

0
八
年
よ
り
三
年
間
F
o
n
d
a
t
i
o
n

Thiers
校
の
自
費
生
と
な

る
。
こ
こ
で
は
、
封
建
時
代
に
お
け
る
名
誉
意
識
の
研
究
を
志
す
。

日
本
に
お
け
る
場
合
を
意
図
し
た
の
で
あ
る
が
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
は
、

日
本
の
研
究
に
入
る
に
は
中
国
よ
り
始
め
る
よ
う
に
勧
め
た
。
シ
ャ

バ
ン
ヌ
に
勧
め
ら
れ
、
極
東
に
か
か
わ
る
テ
キ
ス
ト
に
取
り
組
む
準

備
を
す
る
。
す
な
わ
ち
民
族
学
的
資
料
を
集
め
る
こ
と
で
あ
る
。

一
九
一

0
年
、
問
題
と
し
て
、
中
国
家
族
に
到
達
し
た
。
封
建
的

グ
ル
ー
プ
と
家
族
グ
ル
ー
プ
と
の
か
か
わ
り
。
一
九
―
一
年
、
礼
（
喪

服
制
、
親
族
関
係
、
結
婚
等
に
関
す
る
も
の
）
の
研
究
。
テ
ィ
ー
ル

校
で
の
三
年
間
、
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
社
会
学
を
、
中
国
社
会
、
家
族

儀
礼
の
上
に
働
か
せ
よ
う
と
し
た
。
一
九
一
九
年
の
『
祭
礼
と
歌
謡
』

は
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
と
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
ヘ
の
捧
げ
も
の
と
し
て
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ネ
の
掴
ん
だ
基
本
的
な
問
題
（
儀
礼
と
神
話
、

家
族
親
族
組
織
と
結
婚
）
。
生
徒
達
は
神
話
・
儀
礼
の
方
で
は
有
頂

天
に
な
っ
た
が
、
親
族
に
つ
い
て
の
複
雑
な
る
議
論
に
は
途
方
に
暮

（
日
中
事
変
に
よ
り
）
実
現
し
な

れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
(
-
九
三
九
年
の
『
結
婚
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
』
は
極
め
て
錯
雑
な
も
の
で
あ
る
）

一
九
―
-
|
―
九
一
三
年
、
テ
ィ
ー
ル
校
で
の
奨
学
金
で
北
京
に

行
く
。
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
周
旋
に
よ
る
。
グ
ラ
ネ
の
狙
い
は
、
中
国
人

の
生
活
を
学
ぶ
こ
と
で
は
な
く
て
、
中
国
の
古
典
、
テ
キ
ス
ト
を
集

め
る
こ
と
で
あ
り
、
一
種
の
野
外
作
業
で
あ
る
。
ペ
キ
ン
に
お
け
る

彼
は
、
中
国
文
学
者
た
ち
か
ら
得
る
こ
と
よ
り
も
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
が

以
前
か
ら
教
え
て
来
た
中
国
テ
キ
ス
ト
や
説
明
書
に
自
身
を
連
結
す

る
こ
と
に
多
く
の
時
間
を
費
し
た
。
シ
ャ
バ
ン
ヌ
が
グ
ラ
ネ
の
公
費

出
張
に
よ
る
作
業
の
報
告
を
求
め
た
こ
と
に
よ
り
、
グ
ラ
ネ
が
書
き

上
げ
た
も
の
が
、

T
'
o
u
n
g
P
a
o
に
お
け
る
出
版
の
「
古
代
中
国
の
結

婚
習
俗
」
(
-
九
―
二
）
で
あ
る
。
こ
の
著
は
一
九
一
九
年
の
『
祭

礼
と
歌
謡
』
の
議
論
の
核
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
グ
ラ
ネ
が
自
身
で

出
版
し
た
最
後
の
著
作
が
『
結
婚
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
』
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
が
、
比
較
の
上
で
後
者
は
法
的
な
骨
格
の
中
に
は
め
ら
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
―
二
年
、
中
国
革
命
の
混
乱
の
間
の
彼
の
経
験
が
北
京
か
ら

彼
の
友
人
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
彼
は
ホ
テ
ル
か
ら

の
撤
退
の
際
、
大
急
ぎ
で
二
十
四
史
や
社
会
学
的
テ
キ
ス
ト
等
を
袋

詰
め
に
し
た
云
々
と
。
中
国
で
の
観
察
者
と
し
て
の
彼
は
二
つ
の
均

等
な
対
立
的
神
話
を
も
っ
て
い
る
。
―
つ
は
、
グ
ラ
ネ
は
観
察
す
る

気
で
は
な
か
っ
た
こ
と
‘
―
つ
は
、
現
今
の
野
外
研
究
家
群
の
型
の

(2) 
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中
に
あ
っ
た
。
ポ
ア
リ
エ
は
、
現
代
的
主
題
の
フ
ラ
ン
ス
の
創
設
者

の
間
で
、
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
、
モ
ー
ス
等
の
椅
子
に
坐
っ
て
理
論
的
に

世
界
を
見
た
連
中
と
、
グ
ラ
ネ
、
グ
リ
オ
ー
ル
等
の
野
外
活
動
の
経

験
の
上
で
理
論
を
作
っ
た
者
と
を
対
照
せ
し
め
る
。
だ
が
、
実
際
は
、

グ
ラ
ネ
の
北
京
滞
在
中
の
活
動
は
、
ほ
と
ん
ど
、
フ
ラ
ン
ス
を
去
る

前
の
研
究
態
度
と
あ
ま
り
違
っ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
三
年
、
フ
ラ
ン
ス
に
帰
国
し
て
か
ら
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
の

学
園
（
モ
ン
パ
リ
の
大
学
予
備
校
）
そ
の
他
で
歴
史
教
育
を
す
る
こ

と
を
再
び
始
め
た
。
し
か
し
こ
の
年
の
終
り
に
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
を
嗣

い
で
高
等
教
育
実
践
学
校
で
極
東
宗
教
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
最
初

の
講
義
の
広
告
せ
ら
れ
た
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
水
の
儀
礼
と
『
儀
礼
』

士
婚
礼
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
中
国
古
代
宗
教
の
番
組
で
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
番
組
は
彼
の
生
涯
の
題
目
と
し
て
の
「
中
国
文
明
」
の
中

国
制
度
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
た
め
に
で
き
る
だ

け
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
歩
は
『
説
文
』
の
調
査
、
次
に

『
儀
礼
』
士
婚
礼
に
よ
る
貴
族
の
結
婚
の
勉
強
、
第
三
に
、
水
・
雨

等
に
関
係
す
る
テ
キ
ス
ト
の
分
析
。
要
す
る
に
公
的
テ
キ
ス
ト
に
示

さ
れ
る
公
的
宗
教
の
背
後
に
あ
る
通
俗
宗
教
へ
の
社
会
学
的
滲
透
と

対
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
、
言
語
の
分
析
の
上
に
お
か
れ
た
る
方
法
で

あ
る
。
こ
の
方
法
の
中
に
お
け
る
初
期
民
族
学
的
要
素
は
、
後
に
は

新
し
い
民
族
や
、
外
人
あ
る
い
は
土
人
の
観
察
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

視
力
が
弱
い
た
め
に
、
は
じ
め
、
軍
隊
で
の
奉
仕
は
為
さ
れ
な
か

っ
た
が
、
一
九
―
四
年
召
集
が
か
か
り
、
北
京
に
行
か
さ
れ
た
。
歩

兵
と
し
て
二
度
負
傷
、
一
九
一
七
年
、
前
線
か
ら
離
脱
（
こ
の
離
脱

は
、
軍
需
大
臣
付
き
で
あ
っ
た
レ
ビ
ー
ブ
リ
ュ
ル
の
世
話
に
よ
る
も

の
と
の
話
も
あ
る
）
、
士
官
訓
練
所
に
お
か
れ
た
が
軍
曹
止
ま
り
で

あ
っ
た
。
西
部
戦
線
で
戦
っ
た
が
、
休
暇
を
と
る
度
に
中
国
研
究
を

遂
行
し
た
為
、
一
九
一
八
年
の
九
月
、
将
軍
付
き
と
し
て
シ
ベ
リ
ア

に
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
太
平
洋
を
通
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
に

も
行
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
で
復
員
と
な
り
、
中
国
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ

が
最
後
の
二
度
目
の
中
国
行
き
で
あ
っ
た
。

一
九
一
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
帰
国
、
結
婚
、
学
者
生
活
を
取
り
戻
し

た。
一
九
二

0
年
、
博
士
号
の
試
験
を
受
け
る
。

J
・
フ
レ
ー
ザ
ー
が

フ
ラ
ン
ス
に
居
る
と
聞
い
て
、
試
験
の
審
査
員
へ
の
指
定
を
獲
得
し

た
が
、
目
撃
者
の
報
告
で
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
お

ど
お
ど
し
て
一
語
も
言
わ
な
か
っ
た
。

こ
の
年
代
の
主
な
著
作
は
『
祭
礼
と
歌
謡
』
(
-
九
一
九
）
、
『
ソ

ロ
ラ
ー
ト
婚
』
(
-
九
二

O
)
、
「
中
国
人
の
言
語
、
思
考
の
特
異
性
」

（
一
九
二

0
)
、
『
中
国
人
の
宗
教
』
(
-
九
二
二
）
、
「
子
供
を
地
に

お
く
こ
と
」
(
-
九
二
二
）
「
生
と
死
」
(
-
九
二

O
Iニ
―
)
、
「
葬

儀
に
よ
る
悲
哀
の
表
現
」
(
-
九
二
二
）
で
あ
る
。
実
践
学
校
で
の

コ
ー
ス
が
一
九
一
九
ー
ニ

O
、
出
産
よ
り
成
人
ま
で
の
習
俗
、
喪
‘

(3) 
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結
婚
、
親
族
の
講
義
で
も
っ
て
再
び
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
型
は
彼
の

死
ま
で
続
い
た
。
一
九
二
六
ー
一
九
二
八
、
暦
、
荘
子
、
淮
南
子
に

つ
い
て
講
義
を
し
た
。
一
九
二
九
ー
三
九
年
の
十
年
間
、
道
教
に
お

け
る
種
々
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
。
一
九
三
九
ー
四

O
、
山
海
経
に
お

け
る
毘
裔
山
の
講
義
を
し
た
。

実
践
学
校
に
お
け
る
授
業
は
、
彼
の
学
者
と
し
て
の
生
涯
の
中
で

最
も
厳
し
い
部
分
で
あ
っ
た
。
だ
が
一
九
二

0
年
、
若
干
の
レ
ベ
ル

を
下
げ
て
、
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
で
「
中
国
文
明
」
の
歴
史
を
述
べ
る
よ
う

に
指
示
さ
れ
た
。
一
九
二
五
ー
ニ
六
年
ま
で
続
い
た
。
一
九
二
六
年
、

東
洋
語
の
国
立
学
校
で
極
東
の
歴
史
、
地
理
、
制
度
の
教
授
。
同
年

新
し
く
創
ら
れ
た
中
国
高
等
研
究
制
度
の
指
導
者
。

こ
れ
ま
で
の
簡
略
な
説
明
の
内
で
、
グ
ラ
ネ
の
社
会
学
者
、
民
族

学
者
と
し
て
の
面
は
あ
ま
り
現
わ
れ
な
い
。
彼
の
学
問
的
生
活
の
内

で
、
親
友
と
し
て
、

M
・
モ
ー
ス
が
あ
り
、
ま
た
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の

家
系
の
内
に
あ
る
社
会
学
的
学
者
の
群
の
内
で
行
動
し
た
。
三
十
歳

代
の
暫
時
、
社
会
学
の
フ
ラ
ン
ス
学
会
の
総
長
で
あ
っ
た
が
、
著
作

の
上
で
は
社
会
学
的
活
動
は
中
国
に
関
す
る
も
の
を
除
い
て
は
、
あ

ま
り
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
。
出
版
さ
れ
た
主
な
る
も
の
は
、
『
中
国

人
の
宗
教
』
(
-
九
二
二
）
、
「
法
と
家
族
」
(
-
九
二
二
）
。
後
者
は

ウ
エ
ス
タ
ー
マ
ー
ク
の
『
人
間
婚
姻
史
』
等
を
扱
っ
た
匿
名
で
の
評

論
で
あ
る
。
人
は
博
識
で
鋭
敏
な
る
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
学
派
の
者
の
作

と
想
像
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
実
は
グ
ラ
ネ
の
唯
一
の
精

国
学
上
の
評
論
で
あ
っ
た
。

次
の
非
中
国
学
的
論
述
の
「
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
宗
教
的
社
会
」
（
一

九
三

O
)
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
要
請
の
「
挙
動
、
感
情
、

観
念
、
そ
し
て
宗
教
的
現
実
の
規
則
の
創
造
的
作
為
者
は
社
会
的
生

活
そ
の
も
の
で
あ
る
と
の
観
念
を
泌
み
こ
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

心
理
的
知
識
に
豊
か
で
あ
る
べ
し
」
は
グ
ラ
ネ
の
中
国
宗
教
に
関
す

る
作
業
の
基
礎
と
な
る
。
社
会
が
先
頭
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、

―
つ
の
社
会
観
念
が
一
般
的
心
理
学
か
ら
抽
出
さ
れ
た
規
程
で
汚
さ

れ
た
り
消
さ
れ
た
り
せ
て
は
な
ら
な
い
。
か
く
て
宗
教
の
境
界
を
き

め
る
問
題
に
取
り
か
か
り
、
中
国
テ
キ
ス
ト
の
徹
底
的
分
析
を
行
う

（
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
の
根
本
に
あ
る
と

こ
ろ
の
聖
俗
の
問
題
、
デ
ー
タ
の
完
全
な
る
批
判
的
評
価
へ
の
依

存
）
。
フ
レ
ー
ザ
ー
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
ア
ル
ン
タ
族
を
最
も
原

始
的
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
自
然
主
義

の
理
論
に
対
し
て
、
デ
ィ
ル
ケ
ム
は
、
死
者
の
崇
拝
、
祖
先
祭
祀
は

原
始
的
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
進
歩
し
た
社
会
に
の
み
現
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
早
期
膜
民
社
会
の
聖
所
と
連
合
し
た
る
未
分
化
の

群
か
ら
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
聖
と
俗
と
の
根
本
的
対
立

は
そ
の
起
源
を
社
会
生
活
の
二
つ
の
状
態
の
間
の
対
照
の
中
に
も

つ
、
俗
的
生
活
は
社
会
的
活
力
が
弱
く
、
人
々
が
バ
ラ
バ
ラ
に
生
き

る
と
き
に
相
応
す
る
、
そ
の
反
対
に
聖
の
生
活
は
個
人
的
意
識
が
高

杯
の
非
中

(4) 
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揚
す
る
と
こ
ろ
の
強
い
実
り
多
き
活
力
の
時
で
あ
る
。
宗
教
観
念
は

そ
の
力
を
再
生
す
る
た
め
の
人
間
グ
ル
ー
プ
、
社
会
紐
帯
に
よ
っ
て

意
識
せ
ら
れ
る
最
高
の
希
望
の
内
に
も
つ
。
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
は
、
個

々
人
が
共
通
の
感
情
を
共
通
し
て
も
っ
と
こ
ろ
の
祝
祭
・
集
会
な
く

し
て
は
、
人
類
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
示
す
。
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ヤ
の
世
界
は
グ
ラ
ネ
の
『
祭
礼
と
歌
謡
』
の
世
界
と
一

つ
の
も
の
で
あ
る
。
宗
教
の
社
会
学
は
思
想
力
、
時
間
、
空
間
等
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
構
成
を
我
々
に
知
ら
せ
る
。
グ
ラ
ネ
の
集
団
結
婚
の

理
論
に
対
す
る
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
批
判
に
、
グ
ラ
ネ
が
恐
れ
入
る
こ

と
が
な
か
っ
た
と
き
、
グ
ラ
ネ
は
反
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
信
奉
者
で
あ
っ

た
が
、
原
始
的
階
級
制
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
、
モ
ー
ス
の
作

業
を
使
用
し
て
い
る
（
但
し
、
彼
ら
の
論
拠
が
デ
、
ホ
ロ
ー
ト
に
拠

っ
た
も
の
で
、
十
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
ニ
ー
ダ
ム
は
指
摘
し
て

い
る
）
。
グ
ラ
ネ
は
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
に
は
興
味
を
も
た
ず
、
そ
の
資

料
は
中
国
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
が
彼
の
分
析
も
十
分
で
は
な
い
（
こ
れ

は
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
基
本
的
形
態
の
内
に
主
張
せ
ら
れ
た
「
全
体
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
優
位
」
の
尊
重
と
、
彼
の
社
会
学
的
要
請
に
基
づ
く

も
の
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
）
。

第
三
の
中
国
学
的
著
述
に
つ
い
て
、
一
九
三
二
年
、
「
社
会
学
の

フ
ラ
ン
ス
の
制
度
」
で
の
会
合
の
と
き
、
フ
ォ
ー
コ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

討
論
の
と
き
の
グ
ラ
ネ
の
言
「
私
は
哲
学
者
で
は
な
い
、
絶
対
的
に

社
会
学
を
教
育
す
る
に
は
不
適
当
で
あ
る
」
。
一
人
の
教
師
に
よ
っ

て
推
進
せ
ら
れ
た
狭
い
理
論
を
説
明
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
を
強

調
し
、
社
会
学
の
教
育
は
本
質
的
に
す
で
に
完
成
さ
れ
た
社
会
学
的

進
歩
を
説
明
す
る
た
め
に
選
ば
れ
た
る
問
題
を
扱
う
こ
と
に
あ
る
と

彼
は
考
え
る
。
例
え
ば
、
「
自
殺
」
と
「
ポ
ト
ラ
ッ
チ
」
に
関
す
る

こ
と
で
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
が
問
題
と
し
て
選
ば
れ
る
前
に
、
そ
の
歴

史
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
グ
ラ
ネ
は
中
国
学
の
教
師
を
自

認
す
る
。

社
会
学
的
方
法
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
を
知
る
上
で
の
二
つ
の
大

き
な
課
程
。
『
踊
り
と
伝
説
』
(
-
九
二
六
）
の
長
い
導
論
の
中
で
彼

が
述
べ
る
こ
と
に
、
ま
ず
第
一
段
、
中
国
テ
キ
ス
ト
の
全
体
の
内
に
、

歴
史
の
雑
片
の
配
列
を
課
す
る
と
こ
ろ
の
神
話
的
テ
ー
マ
の
一
群
を

創
る
こ
と
、
第
二
段
、
こ
れ
ら
の
群
を
中
国
歴
史
の
発
展
へ
の
鍵
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
、
古
代
の
細
分
的
社
会
か
ら
首
長
制
、
都
会
生

活
が
現
わ
れ
る
。
外
交
的
議
定
書
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
た
る
交
換

の
原
理
の
上
に
お
か
れ
た
る
封
建
制
度
の
出
現
。
あ
る
者
は
「
社
会

学
」
を
「
歴
史
な
き
人
々
」
に
局
限
し
よ
う
と
す
る
が
、
社
会
学
的

分
析
こ
そ
が
歴
史
の
大
き
な
人
々
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
と
思
わ

れ
る
。グ

ラ
ネ
は
、
所
謂
民
族
学
的
比
較
を
拒
絶
す
る
。
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム

も
浅
薄
な
比
較
民
族
学
を
拒
否
す
る
。
グ
ラ
ネ
の
全
体
的
中
国
に
つ

い
て
の
作
業
の
モ
デ
ル
は
、
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
講
義
の
理
解
の
内
に

お
か
れ
る
。
モ
ー
ス
が
彼
の
お
じ
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
観
念
を
次
第
に

(5) 
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展
開
さ
せ
た
と
こ
ろ
の
民
族
学
的
方
向
は
、
多
く
の
点
に
お
い
て
デ

ィ
ル
ケ
イ
ム
の
主
義
に
よ
っ
て
影
脚
せ
ら
れ
る
以
前
の
も
の
を
相
変

わ
ら
ず
残
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
グ
ラ
ネ
は
晩
年
に
お
い
て
（
恐

ら
く
モ
ー
ス
に
よ
っ
て
励
ま
さ
れ
て
）
民
族
学
的
方
法
に
よ
っ
て
為

さ
れ
た
る
進
展
と
人
類
学
的
明
証
の
価
値
を
理
解
し
た
に
相
違
な
い

こ
と
は
、
『
中
国
封
建
制
』
の
内
で
彼
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ

が
彼
の
本
来
の
研
究
タ
イ
プ
を
変
更
す
る
た
め
の
理
由
を
認
識
す
る

こ
と
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
グ
ラ
ネ
の
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
規

範
へ
の
熱
烈
な
研
究
は
、
初
期
、
一
九
―
一
年
、
中
国
に
向
か
う
以

前
に
制
限
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
以
前
の
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
の
作
品

を
、
「
基
本
的
形
態
」
は
別
と
し
て
、
社
会
学
的
教
育
の
基
礎
と
し

て
の
あ
の
初
期
の
こ
ろ
の
意
図
を
も
っ
て
読
ん
だ
と
は
私
は
思
わ
な

い
。
リ
ュ
ー
ク
に
よ
る
と
グ
ラ
ネ
は
初
期
に
お
い
て
は
社
会
学
者
と

し
て
現
わ
れ
る
、
そ
し
て
モ
ー
ス
の
理
論
的
貢
献
は
概
し
て
デ
ィ
ル

ケ
イ
ム
の
社
会
学
を
作
動
さ
せ
る
（
グ
ル
ー
プ
の
隠
さ
れ
た
る
神
秘

主
義
、
群
集
心
理
等
の
最
小
に
し
か
受
容
さ
れ
難
い
も
の
は
強
調
し

な
い
で
）
こ
と
の
結
果
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
グ
ラ
ネ
は
、

グ
ル
ー
プ
神
秘
主
義
、
群
集
心
理
学
を
も
大
量
に
保
持
し
た
。
グ
ラ

ネ
に
対
す
る
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
、
モ
ー
ス
の
重
要
性
は
正
確
に
指
摘
で

き
る
。グ

ラ
ネ
の
中
国
原
典
に
対
す
る
社
会
学
的
立
場
は
印
刷
せ
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
ヘ
の
全
体
的
忠
実
に
あ
っ
た
。
他
の
学
者
の
中
国
観
察
は

排
除
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
祭
礼
と
歌
謡
』
に
お
い

て
彼
は
し
ば
し
ば
、
デ
・
ホ
ロ
ー
ト
を
も
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
の

分
析
の
価
値
に
つ
い
て
全
体
的
に
懐
疑
的
で
あ
る
。

グ
ラ
ネ
の
初
期
作
品
は
比
較
民
族
学
的
資
料
へ
の
多
く
の
参
照
を

含
ん
で
い
る
。
『
祭
礼
と
歌
謡
』
に
お
い
て
の
付
録
田
の
如
き
も
の

で
あ
る
。
後
期
作
品
に
お
い
て
は
、
比
較
上
の
参
照
が
消
え
て
行
く
。

こ
れ
は
非
中
国
の
も
の
に
対
す
る
不
忍
耐
か
ら
来
る
と
思
わ
れ
る
か

も
知
れ
ぬ
が
、
実
は
非
中
国
の
民
族
学
が
中
国
を
考
え
る
上
で
私
的

な
原
因
か
ら
来
つ
つ
あ
っ
た
。
以
前
の
彼
の
弟
子
で
あ
っ
た

E.

M
e
s
t
r
e

が
一
九
三
一
年
グ
ラ
ネ
と
と
も
に
実
践
学
校
で
イ
ン
ド
シ

ナ
宗
教
の
講
義
の
教
師
に
任
命
せ
ら
れ
た
。
グ
ラ
ネ
と
彼
と
の
学
問

的
連
続
は
固
よ
り
緊
密
で
あ
る
。
一
九
三
九
年
『
結
婚
に
よ
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
』
が
仕
上
げ
ら
れ
た
と
き
、
グ
ラ
ネ
、
モ
ー
ス
、
メ
ス
ト
ル

の
十
分
な
る
討
議
が
為
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
メ
ス
ト
ル
は
、
カ
チ

ン
族
、
イ
ン
ド
シ
ナ
民
族
の
結
婚
の
講
義
を
し
て
い
た
(
-
九
三
六
、

三
七
年
）
。
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
』
の
内
に
お
い
て
、
グ
ラ
ネ
に
よ
っ
て
示

さ
れ
た
る
民
族
学
的
沈
黙
は
、
メ
ス
ト
ル
の
探
求
の
恩
恵
を
グ
ラ
ネ

が
吸
収
し
た
こ
と
に
よ
る
の
に
相
違
な
い
。

グ
ラ
ネ
は
彼
の
晩
年
に
お
い
て
中
国
の
社
会
と
思
想
の
全
体
的
分

析
で
あ
ろ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
作
り
に
か
か
っ
た
。
全
体
性

は
歴
史
的
時
間
に
お
い
て
、
そ
し
て
資
料
の
配
列
に
お
い
て
制
限
せ

ら
れ
た
る
何
か
を
意
味
し
続
け
た
に
相
違
な
い
。
さ
ら
に
、
彼
の
作

(6) 
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業
は
一
層
純
粋
に
社
会
学
的
制
限
に
よ
っ
て
印
づ
け
ら
れ
た
。
中
国

文
明
の
大
き
な
多
様
性
は
、
『
中
国
思
想
』
『
中
国
宗
教
』
か
ら
判
断

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
少
な
い
思
想
と
秩
序
の
原
理
に

還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
の
全
体
化
的
単
純
は
中
国
学
者
か

ら
は
賞
め
ら
れ
そ
う
に
な
い
（
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
中
国
文
化
の
絶

え
ざ
る
変
化
と
創
造
性
が
自
明
で
あ
る
。
）

グ
ラ
ネ
は
、
何
故
に
中
国
学
者
に
と
っ
て
社
会
学
者
の
よ
う
に
見

え
る
か
、
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
中
国
へ
の
狭
い
集
中
の
故

に
、
社
会
学
者
に
と
っ
て
中
国
学
者
と
見
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

だ
が
グ
ラ
ネ
は
全
く
逆
に
普
遍
的
人
道
主
義
者
で
あ
り
、
彼
に
と
っ

て
「
中
国
文
明
」
の
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
方
主
義
、
交
互
的

文
化
世
界
の
探
索
の
限
界
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
『
中
国

封
建
制
』
の
中
の
数
行
で
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
「
そ
の
広
さ
、
継
続
、
団
塊
に
お
い
て
、
中
国
文
明
は
最
も

強
力
な
人
類
創
造
の
―
つ
で
あ
る
。
そ
の
様
な
世
界
に
到
達
す
る
た

め
に
は
、
私
は
古
典
研
究
に
取
り
囲
ま
れ
た
世
界
か
ら
出
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
。
彼
は
中
国
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
モ
ー
ス
派

の
人
々
に
よ
っ
て
探
索
せ
ら
れ
た
る
集
合
的
普
遍
的
文
明
を
見
て
い

る。
彼
は
、
あ
る
標
準
に
お
い
て
は
中
国
文
明
の
発
展
史
を
書
く
た
め

に
社
会
学
的
（
デ
ィ
ル
ケ
イ
ム
的
）
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
に
取
り

か
か
り
、
さ
ら
に
広
く
―
つ
の
文
明
の
集
中
的
研
究
を
通
し
て
、
大

五
六
歳
。

き
く
人
間
性
を
理
解
す
る
た
め
に
比
較
民
族
学
を
無
視
す
る
。
グ
ラ

ネ
の
言
「
私
は
中
国
だ
け
に
係
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
私
の
興
味
は

人
間
だ
け
で
あ
る
。
」

一
九
四

0
年
、
死
、

学
生
時
代
、
『
儀
礼
』
注
疏
を
読
ん
で
い
た
私
は
、
戦
後
復
員
し

て
か
ら
、
礼
を
勉
強
す
る
に
は
補
助
科
学
と
し
て
絶
対
に
民
族
学
関

係
資
料
に
依
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、
広
大
中
哲
研
究
室
に

あ
る
も
の
を
片
端
か
ら
読
む
こ
と
を
始
め
た
。
こ
れ
に
当
た
っ
て
は

当
時
の
池
田
末
利
先
生
の
絶
大
な
る
御
援
助
を
頂
戴
し
、
今
に
お
い

て
も
ま
こ
と
に
有
り
難
く
感
じ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
と
き
読

ん
だ
書
物
の
中
で
特
に
役
立
っ
た
の
は
タ
イ
ラ
ー
の
『
原
始
文
化
』

フ
レ
ー
ザ
ー
の
『
古
代
社
会
に
お
け
る
死
者
の
恐
怖
』
等
で
あ
る
。

フ
レ
ー
ザ
ー
は
死
者
の
恐
怖
は
宗
教
の
は
じ
め
で
は
な
い
か
、
と
い

う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
儀
礼
』
の
士
喪
礼
、
喪
服
（
服
、
居
、
食
と

の
関
係
の
上
で
）
を
原
始
宗
教
の
面
か
ら
考
究
し
、
『
中
国
古
代
喪

服
の
基
礎
的
研
究
』
を
ま
と
め
た
。
喪
服
は
、
宗
教
学
的
な
面
と
は

別
に
家
族
制
度
究
明
の
鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な

い
。
そ
こ
で
当
然
、
私
は
中
国
古
代
家
族
制
度
の
研
究
に
入
っ
た
。

こ
の
方
面
で
拠
る
べ
き
参
考
図
書
の
筆
頭
は
加
藤
常
賢
先
生
の
『
中

付
記

(7) 
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国
古
代
家
族
制
度
研
究
』
で
あ
る
。
こ
の
書
に
は
中
国
図
書
、
西
洋

図
書
の
大
量
が
引
用
さ
れ
、
徹
底
し
た
分
析
、
解
明
が
示
さ
れ
て
い

る
。
引
用
の
民
族
学
関
係
図
書
に
は
、
モ
ル
ガ
ン
、
フ
レ
ー
ザ
ー
、

ラ
ド
ク
リ
フ
・
プ
ラ
ウ
ン
等
の
も
の
が
し
ば
し
ば
現
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
本
来
、
家
族
制
度
そ
の
も
の
の
原
理
が
極
め
て
む
つ
か
し

い
も
の
で
あ
り
、
加
藤
先
生
の
書
を
反
復
読
み
直
し
て
も
、
部
分
的

に
は
理
解
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
全
体
的
構
造
、
根
本
的
骨
格
を

把
握
す
る
こ
と
が
私
に
は
出
来
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
方
面
の
明
快
な

る
概
念
を
得
る
た
め
、
親
族
・
家
族
に
関
す
る
人
類
学
上
の
図
書
を

あ
れ
こ
れ
あ
さ
っ
て
い
た
。
そ
の
内
、
ふ
と
、
教
官
室
に
レ
ビ
・
ス

ト
ロ
ー
ス
の
『
親
族
の
基
本
的
構
造
』
が
目
に
と
ま
っ
た
。
実
は
、

こ
れ
ま
で
社
会
学
、
民
族
学
上
の
図
書
を
読
む
の
に
必
要
な
た
め
、

独
学
で
は
あ
る
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
を
や
っ
て
来
て
い
た
の
で
、

レ
ビ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
書
を
見
て
、
そ
の
内
容
が
ど
う
や
ら
理
解
で

き
そ
う
で
あ
る
と
感
じ
、
こ
れ
を
徹
底
し
て
勉
強
し
よ
う
と
決
心
し

た
。
こ
の
書
に
お
い
て
、
レ
ビ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
の
論
説
の
対
象
と
し

て
グ
ラ
ネ
の
『
結
婚
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
』
が
大
き
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
是
非
こ
の
書
（
の
コ
ピ
ー
）
を
も
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
、
あ
ち
こ
ち
図
書
館
に
照
会
し
た
上
で
、
結
局
、

東
洋
文
庫
か
ら
こ
れ
を
入
手
し
た
。
グ
ラ
ネ
の
『
祭
礼
と
歌
謡
』
の

邦
訳
は
す
で
に
目
を
通
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
親
族
組
織
・
家

族
制
度
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
こ
れ
が
最
も
主
だ
っ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
以
後
は
、
グ
ラ
ネ
の
著
述
を
で
き
る
だ
け
集
め
る
こ
と
と

し
『
中
国
文
明
』
『
祭
礼
と
歌
謡
』
『
踊
り
と
伝
説
』
『
中
国
人
の
宗

教
』
（
英
訳
）
『
封
建
制
度
』
、
一
九
五
三
年
の
大
学
出
版
『
社
会
学

的
研
究
』
（
こ
の
内
に
『
ソ
ロ
ラ
ー
ト
婚
』
「
結
婚
習
俗
」
を
初
め
と

し
て
「
右
と
左
」
「
子
供
を
地
に
お
く
こ
と
」
等
、
計
九
篇
が
収
め

て
あ
る
）
等
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ラ
ネ
の
書
を
解
読
す

る
上
で
必
要
な
英
文
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
『
史
記
』
、

ク
ー
プ
ラ
ー
の
『
左
伝
』
『
礼
記
』
『
詩
経
』
『
儀
礼
』
等
も
徐
々
に

整
え
て
来
た
。
現
在
ま
で
数
十
年
を
か
け
て
で
は
あ
る
が
、
兎
に
か

く
一
応
は
読
み
、
要
約
程
度
で
は
ノ
ー
ト
し
て
い
る
。
先
に
『
結
婚

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
』
と
『
中
国
社
会
』
を
渓
水
社
よ
り
出
版
し
た
が
、

こ
れ
は
私
が
十
分
の
自
信
を
以
て
斯
界
の
方
が
た
に
読
ん
で
戴
か
ん

が
た
め
で
は
な
く
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
の
私
が
中
国
古
代
家
族
・
親
族

制
度
の
上
で
私
な
り
に
納
得
い
く
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
さ
ら
に
繰

り
返
し
読
み
砕
く
に
は
ど
う
し
て
も
邦
訳
し
て
お
か
ね
ば
と
の
意
図

が
主
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
刊
の
も
の
に
な
お
校
正
の
不
十
分
、

訳
の
不
適
切
の
と
こ
ろ
も
あ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
読
者
先
生
方
か
ら

御
指
摘
を
仰
ぎ
た
い
の
で
あ
り
、
未
刊
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
神
話
、

習
俗
、
諸
制
度
等
の
上
で
グ
ラ
ネ
よ
り
啓
発
せ
ら
れ
る
べ
き
内
容
の

も
の
が
豊
富
に
存
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
私
に
は
も
は
や
余
力
も
な

い
わ
け
で
あ
る
し
、
後
を
継
続
遂
行
し
て
戴
け
る
な
ら
ば
、
私
に
と

っ

て

こ

れ

に

勝

る

喜

び

は

な

い

。

以

上
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